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39．i2SIAAによるヒト網内系機能の測定

第5報　測定法の改良とビールス肝炎の

　　　　　肝網内系機能

　　　上田英雄　○飯尾正宏　山田英夫

　　　　　　木谷健一　亀田治男

　　　　　　（東京大学上田内科）
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　　　　　　（第1化学東海研究所）

　1965年Halpern，　Benacerrafらにより導入された凝集

ヒト血清アルブミン（AA）は他のコロイドと異なり非

常に代謝されやすいのでヒトに対して大量投与が可能と

なり，網内系の定量的測定が可能となった．1961年来わ

れわれの実施してきた方法は，はじめて諸種疾患時のヒ

ト網内系機能を測定し，価値ある方法といえるが，なお

改良すべき点があり，今回根本的に以下のごときシステ

ムに改良した，①13ユ1標識を1251標識としshelf　lifeの

長期化，測定効率の改善，被爆線量を減少せしめた．②

担体AAを標識AAとまったく同一の過程により製造・

使用することにより，在来法によるRES最大処理能

（Vmax）の過大評価の欠点を除いた．⑧RES機能によ

り血清中に遊離される遊離1251を除くため，在来のレジ

ンカラム法をタンニン酸沈澱法とし，最終測定サンプル

容量を10ccから1cc以ドとし，測定効率を改良し，放射能

のロスを防ぎ，かつ自働ウエルカウンターの使用を可能

とした．この結果control　caseのRES最大処理能力は

前法の1．07mg／kg　minより0．340mg／kg　minと約1／3に

なり，測定系が純粋化された．13例の急性・慢性ビール

ス肝炎にこの改良法を応用した結果，ビールス肝炎のあ

る時期には，他のビールス疾患（デング，サンドフライ

熱）と異なり，RESによりAA最大処理能は減少せ

ず，4例ではむしろ32倍以上に及ぶ著しい充進を示し

（0．866に及ぶ），黄疸軽快とともに減少，正常化を示し

た．これは他のビールス疾患と異なり，t“　”一ルス肝炎で

しばしば肝生検により観察されるKupffer　ce11の著明な

mobilizationの所見と一致するものである．そして前に

も報告した各種細菌性感染症（腸テフス，野兎病，肺炎）

などのときに一過性に観察される網内系の機能充進の所

見と類似するものである．肝硬変症4例については，前

報と同じくRES機能は正常にとどまった．

40．　1311標識」MAAによる

　　　門脈流線現象の研究
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　腹部諸臓器からの門脈枝血流は門脈幹を完全混和する

ことなく流線をなして流れるという門脈の流線現象と，

それに起因する門脈枝血の肝への選択的分布の好在は，

古く1901年にS6r696がイヌでindiaインクを使用し指

摘して以来，1928年にはCopherらがイヌでTrypan

blueを使用して確認し，イヌにおいては一般的に認め

られてきた．

　しかしヒトについてはわずかに門脈撮影という特殊條

件下での研究をみるだけで，イヌにおいて認めたと同様

の事実の観察はなく，門脈中の流線現象の存在について

は議論のあるところである．

　本研究は20～50μの大きさをもち毛細血管に捕捉され

る性質をもった1311標識大凝集アルブミン皿acrcaggre・

gated　albumin（MAA）を使用して，門脈の流線現象

に起因する各門脈枝血の肝への局所的分布を，まずイヌ

において検討し，さらにヒトについて観察したものであ

る．

　対象としてヒト（肝，門脈疾患のない正常例）11例と

イヌ11頭を使用した．

　1311標識MAA　100μc（イヌ）・　300Ptc（ヒト）を1・0～

1．5mlの生理食塩水溶液とし，開腹後各門脈枝より血管

内の流線をみださぬように細い針を介し2分間の時間を

かけて徐々に注入，イヌでは摘出肝にっいて，ヒトでは

手術後回復室においてシンチグラム法によって，肝内の

1311標識MAAの分布を記録した・

　各門脈枝から1311標識MAA注入後の肝シンチグラム

は，イヌおよびヒトの全例でユ311標識MAAの限局的な

肝内分布を示した．

　この事実は門脈幹内で各門脈技血が完全混和を起こし

ていないことを考えさせ，いままでとくにヒトについて

は門脈撮影法という特殊条件下で一般に否定されていた

門脈内流線現象の存在を支持する所見と考える．

　しかしこの限局的肝内分布部位と注入部位との間に，

一
定の法則を見出すことはできなかった．このことは

S6r696，　Copherなどがイヌで認めた事実と反するζと
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